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尾 張 旭市 公 契約 条 例　 逐 条解 説  

 

 

 

 

 

 

 

 

【 趣 旨】  

　 こ の 条 は 、 こ の 条 例 を 制 定 す る 目 的 と 、 そ の 達 成 手 段 を 定 め る も の で す。 

【 解 説】  

　 こ の条 例 は、 公 契約 の 適正 化 を図 り 、公 共 事 業や 公 共サ ー ビス の 品質 を

向 上 させ 、 あわ せ て労 働 者等 の 適正 な 労働 条 件 の確 保 を図 り 、地 域 経済 の

発 展 及び 市 民が 豊 かで 安 心し て 暮ら す こと の で きる 地 域社 会 の実 現 に寄 与

す る こと を 目的 と しま す 。こ の 目的 の 達成 の た めに 、 公契 約 に関 す る基 本

方 針 を始 め とし 、 市、 受 注者 等 の責 務 、公 契 約 に関 す る基 本 的事 項 を定 め

ま す 。基 本 方針 は 第３ 条 、市 、 受注 者 等の 責 務 は第 ４ 条及 び 第５ 条 、公 契

約 に 関す る 基本 的 事項 は 第６ 条 から 第 １０ 条 ま でに そ れぞ れ 定め ま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（目的） 

第１条　この条例は、公契約に係る基本的な事項を定め、市及び受注者

等の責務を明らかにすることにより、公共事業・公共サービス（以下

「公共事業等」という。）の品質を向上させ、公契約の履行に係る作

業に従事する労働者等の適正な労働条件の確保を図り、もって地域経

済の発展や市民が豊かで安心して暮らすことのできる地域社会の実現

に寄与することを目的とする。

（定義） 

第２条　この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号

に定めるところによる。 

⑴　公契約　市が締結する工事、製造その他の請負契約及び業務委託

契約をいう。 

⑵　受注者等　公契約を受注する者及び市以外の者から公契約に係る

業務の一部を請け負い、又は受託する者をいう。 

⑶　労働者等　次のいずれかに該当する者をいう。 

　ア　労働基準法（昭和２２年法律第４９号）第９条の労働者であっ

て、受注者等に雇用され、公契約に係る業務に従事するもの。た

だし、同居の親族のみを使用する事業又は事務所に雇用される者

を除く。 

　イ　自らが提供する労務の対価を得るために公契約に係る業務を請

け負い、又は受託する者 
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【 趣 旨】  

　 こ の条 は 、こ の 条例 を 解釈 す る上 で 必要 な 用 語に つ いて 定 義す る もの で

す 。  

【 解 説】  

　 用 語の 説 明 

　⑴　公 契 約 

　 　 　こ の 条例 で は、 市 が発 注 し、 受 注者 等 が その 業 務を 実 施す る 契約 を

いい ま す。 こ れに は 、受 注 者等 が 労働 者 等 を使 用 する 請 負契 約 や業 務

委託 契 約が 含 まれ ま す。 た だし 、 労働 力 を 要し な い売 買 契約 や 賃貸 借

契約 、 市が 土 地を 購 入す る 契約 な どは 含 み ませ ん 。 

　⑵　受 注 者等  

　 　 　公 契 約を 締 結し た 者は も ちろ ん 、下 請 業 者や 再 委託 業 者も 含 まれ ま

す。  

　⑶　労 働 者等  

　 　 　こ の 条例 に おい て は、 受 注者 等 に雇 用 さ れる か 若し く は自 ら 労力 を

提 供 し （ い わ ゆ る 一 人 親 方 ） 、 公 契 約 に 係 る 業 務 に 従 事 す る 者 を い い、

下請 業 者又 は 再委 託 業者 に おい て 従事 す る 者を 含 みま す 。た だ し、 同

居の 親 族の み を使 用 する 事 業に 使 用さ れ る 者、 同 居の 親 族の み を使 用

する 事 務所 に 雇用 さ れる 者 （同 居 の親 族 の みの 雇 用の 場 合） は 該当 し

ませ ん 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 趣 旨】  

　 こ の条 は 、公 契 約条 例 の目 的 を達 成 する に 当 たっ て の基 本 的な 方 針を 定

め る もの で す。  

（基本方針） 

第３条　市は、次に掲げる事項を基本として、公契約に係る事務を実

施するものとする。 

⑴　公契約の適正な履行及び公共事業等の良好な品質を確保するこ

と。 

⑵　公契約の過程及び内容の透明性を確保すること。 

⑶　適正な競争を促進し、談合その他の不正行為の排除を徹底する

こと。 

⑷　労働者等の労働条件に配慮すること。 

⑸　地域経済の発展及び健全な地域社会の実現に配慮すること。
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【 解 説】  

　 公 共事 業 等は 、 公共 資 産の 形 成や 、 市民 へ の 行政 サ ービ ス の提 供 と密 接

に 関 連す る こと か ら、 市 民生 活 の水 準 の維 持 及 び向 上 に重 要 な役 割 を示 し

て い ます 。 こう し たこ と から 、 公契 約 が適 正 に 履行 さ れ、 公 共事 業 等の 良

好 な 品質 が 保た れ なけ れ ばな り ませ ん 。ま た 、 予算 を 適正 か つ効 率 的に 執

行 す るた め 、一 般 競争 入 札の 拡 大を 進 め、 入 札 参加 者 間の 適 正な 競 争を 促

進 す る と と も に 、 よ り 一 層 の 公 契 約 に 関 す る 情 報 を 公 開 す る こ と に よ っ て、

入 札 ・ 契 約 制 度 の 公 平 性 、 公 正 性 、 透 明 性 及 び 競 争 性 の 確 保 に 努 め 、 か つ、

不 正 行為 の 排除 を 徹底 し ます 。 さら に は、 地 域 経済 の 発展 や 市民 が 豊か で

安 心 して 暮 らす こ との で きる 地 域社 会 の実 現 に 配慮 す るこ と とし ま す。 こ

の 地 域経 済 の発 展 等に は 、本 条 例の 第 ６条 に も あり ま すが 、 市内 事 業者 の

受 注 機会 の 確保 が 必要 に なっ て きま す ので 、 適 正な 競 争を 保 ちつ つ 市内 事

業 者 の 優 先 発 注 に 努 め 、 労 働 者 の 雇 用 環 境 の 安 定 の 確 立 に 努 め る と と も に、

公 契 約に 係 る業 務 に従 事 する 労 働者 等 の適 正 な 労働 条 件の 確 保を 目 指し て

い き ます 。  

 

 

 

 

【 趣 旨】  

　 こ の条 は 、市 の 責務 を 定め る もの で す。  

【 解 説】  

　 入 札・ 契 約制 度 にお け る公 平 性・ 公 正性 ・ 透 明性 ・ 競争 性 の確 保 、適 正

な 価 格に よ る公 契 約の 推 進な ど の取 組 を総 合 的 に実 施 する こ とを 市 の責 務

と し まし た 。 

 

 

 

 

 

 

【 趣 旨】  

　 こ の条 は 、受 注 者等 の 責務 を 定め る もの で す 。 

（市の責務） 

第４条　市は、この条例の目的を達成するため、適正な公契約に関す

る取組を総合的に実施するものとする。

（受注者等の責務） 

第５条　受注者等は、この条例の趣旨を踏まえ、公契約に係る市の取

組に協力するよう努めなければならない。 

２　受注者等は、公契約に携わる者として社会的な責任を自覚し、法

令を遵守するとともに、契約を適正に履行しなければならない。
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【 解 説】  

　 受 注者 等 には 、 市の 取 組に 協 力す る よう 努 め ても ら いま す 。ま た 、受 注

者 等 には 社 会的 な 責任 を 自覚 し ても ら い、 法 令 をき ち んと 遵 守す る こと

（ コ ンプ ラ イア ン ス） も 責務 と して も らい ま す 。具 体 的に は 次の よ うな 関

係 法 令を 遵 守す る こと と なり ま す。  

労 働三 法 （労 働 基準 法 、労 働 組合 法 、労 働 安 全衛 生 法） 、 最低 賃 金法 、

労 働者 派 遣法 、 独占 禁 止法 、 建設 業 法、 製 造 委託 等 に係 る 中小 受 託事 業

者 に対 す る代 金 の支 払 の遅 延 等の 防 止に 関 す る法 律 、品 確 法な ど  

ま た 、社 会 的な 責 任と は 具体 的 に次 の よう な こ とが ら を指 し ます 。  

　 環 境 負 荷 の 低 減 、 省 資 源 ・ 省 エ ネ ル ギ ー へ の 取 組 、 循 環 型 社 会 へ の 寄 与、

情 報 管理 の 徹底 、 個人 情 報保 護 、地 域 社 会と の 良好 な 関係 、 障が い 者の

雇 用 、雇 用 機会 均 等の 確 保、 従 業員 の 健 康管 理 や労 働 環境 の 改善 、 男女

共 同 参画 な ど 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 趣 旨】  

　 こ の条 は 、地 域 経済 の 健全 な 発展 等 のた め 、 市内 事 業者 の 受注 の 機会 の

確 保 につ い て定 め るも の です 。  

【 解 説】  

　 地 域 経 済 の 発 展 に は 地 元 企 業 の 持 続 的 発 展 が 不 可 欠 で あ り ま す 。 そ こ で、

市 内 事業 者 （市 内 に支 店 を置 く 事業 者 も含 む 。 ）の 受 注機 会 の確 保 を図 る

た め 、競 争 性を 確 保し な がら 市 内事 業 者の 優 先 発注 に 努め ま す。 こ のこ と

に よ り、 市 内事 業 者の 労 働条 件 の改 善 が図 ら れ ると と もに 若 年層 の 新規 就

労 の 促進 や 人材 育 成に も 期待 で きま す 。ま た 、 地域 コ ミュ ニ ティ や 防災 体

制 の 維持 ・ 発展 に は、 市 内事 業 者が 大 きく 寄 与 して い る現 状 があ り ます 。

そ の ため に も、 市 内事 業 者の 受 注機 会 を確 保 す るよ う に努 め ます 。  

 

（市内事業者の受注機会の確保） 

第６条　市は、予算の適正かつ効率的な執行に留意するとともに、地域

経済の健全な発展、地域コミュニティの維持及び発展並びに地域にお

ける防災の体制維持及び向上を図るためには、市内に事務所又は事業

所を有する事業者（以下「市内事業者」という。）の持続的発展が不

可欠であることを鑑み、市内事業者の受注の機会を確保するよう努め

るものとする。
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【 趣 旨】  

　 こ の条 は 、基 本 方針 に 則り 、 情報 の 公表 に よ る公 契 約の 透 明性 の 確保 及

び 不 正行 為 の排 除 につ い て定 め るも の です 。  

【 解 説】  

　 入 札案 件 につ い ては 、 あい ち 電子 調 達共 同 シ ステ ム を利 用 して お り、 入

札 公 告及 び 入札 結 果は 逐 次閲 覧 可能 と なっ て い ます 。 また 、 本市 に おい て

特 定 の１ 者 を指 定 して 行 った 随 意契 約 案件 （ 地 方自 治 法施 行 令第 １ ６７ 条

の ２ 第１ 項 第１ 号 は除 く 。） に つい て も取 り ま とめ て ホー ム ペー ジ 上で 閲

覧 可 能と な って い ます の で、 こ うし た 情報 を 公 表す る こと に より 、 どの よ

う に 契約 を 行っ て いる の か、 不 正が な いか な ど を市 民 や事 業 者に 見 ても ら

う こ とで 説 明責 任 を果 た し、 公 契約 の 透明 性 の 確保 と とも に 不正 行 為の 未

然 防 止を 図 りま す 。 

 

 

 

 

 

【 趣 旨】  

　 こ の条 は 、基 本 方針 に 則り 、 公正 な 競争 を 促 進し 、 適正 な 契約 方 法を 活

用 す るこ と を定 め るも の です 。  

【 解 説】  

　 随 意契 約 以外 の 入札 に おい て は、 一 般競 争 入 札（ 本 市で は 主に 事 後確 認

型 制 限付 き 一般 競 争入 札 で実 施 ）を 取 り入 れ 、 公正 な 下で の 競争 入 札を 実

施 し 、そ の 結果 に つい て も公 表 を行 っ てい ま す 。引 き 続き 、 個々 の 契約 の

性 質 や目 的 に応 じ て円 滑 かつ 効 果的 な 契約 の 履 行が な され る よう 、 その 内

容 に 適し た 契約 方 法を 選 択す る こと と しま す 。  

 

 

（情報の公表） 

第７条　市は、市民への説明責任を果たすとともに、不正行為の未然防

止を図り、適正な公契約が行われていることを明らかにするために、

公契約に関する情報の公表に努めるものとする。 

（契約方法） 

第８条　市は、公正な競争環境の下で、契約の性質又は目的を踏まえ

た適正な契約方法を活用するために必要な措置を講ずるものとす

る。 



6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 趣 旨】  

　 こ の条 は 、基 本 方針 に 則り 、 労働 者 が働 き や すい 労 働条 件 の確 保 につ い

て 定 める も ので す 。 

【 解 説】  

　 受 注者 等 は労 働 基準 法 や最 低 賃金 法 など の 関 係法 令 を遵 守 し、 適 正な 労

働 条 件を 確 保し な けれ ば なり ま せん 。 そこ で 、 市は 、 特に 必 要と 認 める 公

契 約 （別 途 要綱 等 で規 定 する 。 ）に お いて 、 受 注者 等 に対 し 、チ ェ ック シ

ー ト を用 い て安 全 衛生 な どの 労 働条 件 等に つ い て報 告 を求 め るこ と とし ま

す 。 た だ し 、 そ の 報 告 に お い て 、 不 審 な 点 や 虚 偽 の 内 容 が あ っ た 場 合 に は、

改 善 を求 め るこ と とし ま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 趣 旨】  

　 こ の条 は 、基 本 方針 に 則り 、 公共 事 業等 の 品 質を 確 保す る ため の 市及 び

（適正な労働条件の確保） 

第９条　受注者等は、労働基準法、最低賃金法（昭和３４年法律第１３

７号）その他の関係法令を遵守し、労働者等の適正な労働条件の確保

に努めなければならない。 

２　市は、特に必要と認める公契約について、当該公契約の受注者等に

対し、前項の労働条件の確保について報告を求めることができる。 

３　市は、前項の報告を受け、必要があると認めるときは、調査を行う

とともに必要な措置を採るべき旨の指導を行うことができる。

（品質の確保） 

第１０条　市は、公契約の適正な履行及び公共事業等の良好な品質並

びに労働者等の適正な賃金を確保するため、適正な積算根拠に基づ

き、予定価格を算出するものとする。 

２　受注者等は、公共事業等の良好な品質の確保に努めなければなら

ない。 

３　受注者等は、公契約を履行するに当たり、適正な履行体制を確保

しなければならない。 

４　市は、特に必要があると認めるときは、当該公契約の受注者等に

対し、前項の履行体制について、調査を行うことができる。 

５　市は、前項の調査の結果、是正が必要であると認めるときは、必

要な措置を採るべき旨の指導を行うことができる。
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受 注 者等 の 責務 等 を定 め るも の です 。  

【 解 説】  

　 市 は、 公 共事 業 等の 品 質を 確 保す る ため 、 予 定価 格 の算 出 に際 し ては 市

場 価 格や 労 務単 価 など の 経済 社 会情 勢 を十 分 に 検討 し 、適 切 に算 出 する こ

と と しま す 。 

　 一 方で 、 受注 者 等は 公 共事 業 等の 良 好な 品 質 を確 保 する こ とに 努 めな け

れ ば なら な いこ と とし 、 その 履 行体 制 （主 任 技 術者 や 現場 代 理人 の 配置 、

下 請 業者 や 再委 託 業者 と の関 係 など ） につ い て は適 正 に確 保 する こ とを 義

務 付 けま す 。万 が 一、 そ の履 行 体制 に 不審 な 点 など が 生じ た 場合 に は、 市

は 、 調査 を 行う こ とと し 、調 査 結果 で 是正 が 必 要と な った 場 合に は 、必 要

な 措 置を 取 るよ う 指導 を 行う こ とと し ます 。  

 

 

 

 

【 趣 旨】  

　 こ の条 は 、公 契 約以 外 の契 約 等に つ いて も 、 本条 例 の基 本 方針 を 踏ま え

た 取 組を 行 うよ う 努め る こと を 定め る もの で す 。 

【 解 説】  

　 物 品の 購 入や 指 定管 理 者と の 協定 な ど、 第 2条 で 定義 す る公 契 約以 外 の

契 約 等に つ いて も 、本 条 例の 第 ３条 に 定め る 基 本方 針 に基 づ いた 取 組を 行

う よ う努 め てい く こと と しま す 。 

 

 

 

 

 

【 趣 旨】  

　 こ の条 は 、市 が 意見 の 聴取 を 行う こ とに つ い て定 め るも の です 。  

【 解 説】  

　 基 本方 針 の実 現 に向 け 、公 契 約に 関 する 制 度 のよ り 適切 な 運用 を 図る た

め 、 必要 に 応じ 、 学識 経 験者 や 事業 者 その 他 関 係団 体 等か ら の意 見 聴取 を

行 う こと と しま す 。 

 

（その他の契約等） 

第１１条　市は公契約以外の契約等について、第３条の基本方針を踏

まえ、必要な取組を実施するよう努めなければならない。

（意見聴取） 

第１２条　市は、公契約に関する取組を適正に行うため必要があると

認めるときは、学識経験者、事業者その他関係団体等の意見を聴く

ことができる。
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【 趣 旨】  

　 こ の条 例 に定 め る以 外 で、 公 契約 に 関し 必 要 な事 項 を定 め る場 合 は、 市

長 が 別に 定 める こ とと し ます 。  

【 解 説】  

　 労 働条 件 の確 認 等が 必 要な 場 合な ど 、条 例 と は別 に 要綱 等 で基 準 、様 式

等 を 定め 運 用を 行 って い くこ と とし ま す。  

 

 

 

 

【 趣 旨】  

　 こ の条 例 の施 行 期日 に つい て 定め る とと も に 、こ の 条例 を 適用 す る公 契

約 に つい て 定め る もの で す。  

【 解 説】  

　 こ の条 例 は、 平 成２ ９ 年１ ２ 月の 市 議会 に 議 案を 提 出す る 予定 で すが 、

受 注 者等 へ の周 知 期間 を 設け た 上で 施 行す る も ので す 。 

　 ま た、 こ の条 例 を適 用 する 公 契約 に 疑義 が 生 じな い よう 、 施行 日 を基 準

と し 、そ の 日以 後 に公 告 若し く は指 名 通知 を 行 う入 札 等に 係 る公 契 約か ら

適 用 する こ とと し ます 。

（委任） 

第１３条　この条例に定めるもののほか、公契約に関し必要な事項

は、市長が定める。

附　則 

この条例は、平成３０年４月１日から施行し、同日以後に公告その

他の申込みの誘引が行われる公契約について適用する。


